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①成長する経済 ⇒ 科学技術立国の推進、DXとGXの推進（国内での投資に直結）

「新しい資本主義」の実現に向けた考え方

 GX（ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進
 グリーンディール（研究開発、社会実装、インフラ整備、技術の海外展開等）
 エネルギー政策（再エネ導入、水素・アンモニアの海外調達、原子力（SMR
開発等）、核融合）

 産業構造変化への対応（労働移動の円滑化）
 カーボンプライシング（クレジット取引、温対税、C＆T、炭素税等）
 欧州の国境調整措置への対応

 DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進
 データ利活用、DFFTの具体化
 デジタル田園都市
 デジタル臨調

「新しい資本主義」により解決すべき課題： 「格差の拡大、再生産」 「生態系の崩壊」
「新しい資本主義」の実現のために注力すべき３つの領域：

①成長する経済、②安心安全の社会制度、③サステイナブルな地球環境

③サステイナブルな地球環境 ⇒ 気候変動問題への対応、GX（再掲）

②安心安全な社会制度 ⇒ 危機管理体制の整備、社会保障制度の見直し、科学技術立国を支える教育

 危機管理体制の整備
新興感染症対策
経済安全保障

 社会保障制度の見直し
持続可能な社会保障制度の構築
（現役世代の負担の抑制等）

「デジタル田園都市構想実現会議」
「デジタル臨調」

「新たな全世代型社会保障構築会議」

①と③に関わる重要事項として政府全体でGXを議論していく必要

 「科学技術立国」の推進（成長戦略の第一の柱）

 科学技術立国を支える教育
 10兆円規模の大学ﾌｧﾝﾄﾞ・大学改革
科学技術分野の人材育成
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